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アルギン酸ナトリウムは他の高分子多糖類と異なり、加熱・冷却をすることなく、金属イオンとの反応

によってゲル化する独特の性質を持っています。アルギン酸ナトリウムと金属塩の種類、イオン化を

抑えるキレート剤、反応を促進するｐH調整剤などの組み合わせと配合比率により、ゲル化速度を

コントロールすることができます。

また、ゲルの性状（固さ等）はアルギン酸ナトリウムの種類や濃度を変えることにより調整できます。

１．水２５０ｍｌにアルギン酸ナトリウムを溶解する。

２．気泡が抜けるまで静置する（ゲルの中に泡を入れないため）。

３．ピロリン酸四ナトリウムと第二リン酸カルシウムをよく混合する

（乳鉢を用いるとよい）。

４．上記２の溶液を攪拌しながら、３の混合粉末を加えて溶かす。このとき、気泡を

巻き込まない程度の速度で攪拌するとよい。

５．別の容器で水４０ｍｌにグルコノ-δ-ラクトンを投入し、手早く溶解させた後、直ちに

上記４の中へ静かに加える。

６．残りの水１５０ｍｌを加えて、気泡が入らない程度の速度で均一になるまで撹拌する。

７．容器に移し、ゲル化するまで静置する。（固まるまで１時間半程度かかります）

◆手順

アルギン酸ナトリウム（キミカアルギン I-1相当） 4.50g

ピロリン酸四ナトリウム 0.18g

第二リン酸カルシウム 1.35g

グルコノ-δ-ラクトン 4.10g

水（水道水、蒸留水、精製水等（硬水は避ける）） 440ml

◆処方例


